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本研究領域は、非コード RNA の作用機構の素過程を明らかにすることを目的としている。非常に注目

され世界的な競争も激しい分野であり、新学術領域研究（研究領域提案型）の目的に合致している。ま

た、若手研究者による意欲的な提案であることも評価される。領域代表者は当該分野で高い実績をあげ

ており、今後の着実な研究の進展が期待される。小分子 RNA と高分子非コード RNA 研究間の連携が明確

ではないが、領域代表者のリーダーシップによって有機的な連携が進み、新しい展開があることを期待

したい。激化する世界的な競争に対応するためには、さらに非コード RNA の作用機構の素過程の解明に

焦点を絞った領域構成が有効と考えられる。また平成 20年度に新学術領域研究（研究領域提案型）に

採択された「RNA 制御学」領域と相互に連携することでさらなる発展が期待できるものと考えられる。

急激な研究の進展に対応する為に、日本でも領域を形成して積極的に支援すべき課題であり、本領域研

究によって日本における非コード RNA 分野の進歩が期待される。 

 


